
4月9日(水)66期生の入学式が挙行されました。
本年度は40名の新入生が、来賓、厚生連事業所関係者、在校生、保
護者様、そして教職員と多くの方に歓迎され、看護の道を志す一歩を
踏み出しました。

1年生はHRの時間に交流の一環として
体育館でバスケも行いました。教員も参
加し、学生間楽しい時間を過ごすことが
できました。

4月

渡辺学校長から、
これから当校で3年間過ごすにあたり、様々な事に挑戦して人間的な
場を広げてほしい。医療は最終的には人対人の仕事であり、知識や人
間力はもちろん、その背景となる人間力が欠かせません。当校で豊か
で充実した時間を過ごし、
人間力を育て、磨いてくださいと激励の言葉をいただきました。



4月

看護学校での3年間は、看護の基本的な知識、技術、態度を身につけるために、
各学年で多くのことを学んでいきます。実習などで悩む事もありますが、患者さん
の感謝の言葉、支えてくれる仲間、先生方の存在が乗り越える力をくれます。上級
生である私たちは同じ壁を乗り越えてきた仲間として皆さんに寄り添う事ができる
と思います。という力強い言葉をいただきました。

新入生誓いの言葉では、今期入学する40名はコロナウィルスの影響を大きく受けま
した。当時、先が見えない中で、人々のために働く医療従事者の方々の存在を知り、
感謝の気持ちとともに、未来に希望を持つことができました。自分も人々の生活を守
り支える看護師になりたいと思い、当校へ入学しました。確かな技術だけでなく、人
とのコミュニケーションや思いやりを学び、患者さんの心と体を両方から支える事が
できる看護師になれるよう努力しますという頼もしい言葉をいただきました。


